
QUANIA
四十番目の境界

01 · 失われた音

語り

駅から一秒が消えた。やがて、アーカイブの遠く離れた扉から届く言葉が、
どれも同じところで途切れはじめた。

QUANIA 01 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

レアが送ってくれた招待状だ。どう
して、ここに？

ラール

工房の記録が途切れたとき、ここへ
流れ着いたの。彼女のもとへ続く道
を、もう一度開かなきゃ。

クアント

じゃあ今度は、切符を買っただけで
行かずじまい、なんてなしだね。

クアンタ

見て！ 時計がいつも同じ間を飛ば
してる。招待状の切れ込みも、その
間を示してるよ。

QUANIA 02 / 40失われた音 · 日本語版



ラール

アーカイブは、三つの問いへの答えを一つの文章にまとめている。どこから
来たのか。なぜ、ここにいるのか。どこへ向かうのか。

旅人

似ているなら、それで何がいけないの？

ラール

似ていることと、同じであることを取り違えている。この二人が共に過ごした時間を、『
不要』として消してしまった。

QUANIA 03 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

どの道も同じ場所に着く。迷うこと
まで禁止したらしい。

クアンタ

磨き上げた表面の下に、この傷が隠
れていたよ。

旅人

招待状の切れ込みと同じだ。レアの
工房へ通じていた、昔の道だね。

ラール

古い接続はまだ残っている。その上
に重ねられた、たった一本の道を外
すよ。

QUANIA 04 / 40失われた音 · 日本語版



忘れられた地図

語り

扉の向こうには、忘れられた地図が広がっていた。枝はそれぞれ、別の記録
へと続いていた。共通の問いで結ばれたこの網の中では、異なる答えが、混
ざり合わずに共に在ることができた。今、そのつながりが一つずつ閉じられ
ようとしていた。

QUANIA 05 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

レアの扉が見えない。地図はなぜ、こんな暗がりへ？

ラール

光じゃなく、仕掛けの音で道を探そう。水の音を聞いて。

クアンタ

段差はここ。先に足を置いて。隣にいるから。

QUANIA 06 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

あの光る輪をつかまえればいい？

旅人

触ると道が閉じるよ。

ラール

切れ込みは別の速さで回ってる。一
周するまで待とう。

クアント

開いた！ 先へ進むには、少し立ち止
まるしかないときもあるんだね。

QUANIA 07 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

水が満ちるまで、水車は回らない。アーカイブは、この待ち時間まで切り取っ
たのかな。

ラール

この仕掛けは、アル＝ジャザリーの図面から着想を得ている。部品だけでな
く、それらのつながりが大切なんだ。失われた間を戻せば、工房にたどり着
ける。

QUANIA 08 / 40失われた音 · 日本語版



語り

図面、写し、修理の跡……。仕掛けを生んだのは、一人の手ではなかった。
旅人は、アーカイブに消された余白の書き込みを開き直した。

旅人

この部品を作った人の名前は、どうしてないの？

ラール

わからない。空欄を埋めるために名前を作ったり、その人の仕事の跡を消し
たりはしない。これで、工房の記録を探せる。

QUANIA 09 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

ほかの図面にも同じ印がある。みん
な一つの起源から来たのかな。

ラール

似てはいる。でも、言語も時代も目
的も違う。

旅人

一つの古代の秘密を探しているんじゃ
ない。それぞれの違いがわかる記録
が必要なんだ。

クアンタ

あの細い道が開いた。向こうからレ
アの声が聞こえる。

QUANIA 10 / 40失われた音 · 日本語版



語り

鉄の足場の向こうに、工房が現れた。扉では、レアの師であるエルザが待っ
ていた。旅人はここでも、レアとの約束を思い出した。

エルザ

招待状を送ったのはレアよ。あなたを待つあいだに、鳥の歌まで途中で切れ
てしまったの。

旅人

直せるだろうか。

QUANIA 11 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

ひと声だけか……。短い演奏会に慣
れるしかないかな。

エルザ

仕掛け自体は壊れていない。足りな
いのは、二つの音のあいだの休み。
その間が、旋律を完成させていたん
だ。

旅人

時計の空白と同じだ。同じ規則が記
録を切り詰めている。

ラール

元の記録を確かめずに、答えを決め
る規則ね。ほかのどこに働いている
か、探してみよう。

QUANIA 12 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

ヴォイニッチ写本の文字は、もう解けたの？

ラール

いいえ。広く認められた解読は、まだない。アーカイブは『不明』という欄
まで不要だと判断したの。

クアンタ

その欄を戻そう。答えがまだわからないからといって、問いまで消していい
わけじゃない。

QUANIA 13 / 40写本は実在する。物語に加えた光や暗号は、創作上の表現。

https://beinecke.library.yale.edu/beinecke/collections/beinecke-cipher-voynich-manuscript


旅人

額縁のあの印、エルザのものだ。

クアント

私なら、ページ全部を光らせるわ。
控えめなのは性に合わないの。

ラール

エルザは、ここの保守記録を承認し
ていた。この跡が示すのは次の変更
箇所。写本に隠された暗号じゃない。

語り

エルザも仲間に加わった。保守の
跡は粘土板から天文の広間へ、そ
して、今を生きる人々の記録へと
続いていた。

QUANIA 14 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

シュメールの粘土板だ。ここでは、人の始まりをどう語ったんだろう。アヌ
ンナキは、そのどこにいるのかな。

ラール

メソポタミアの文書で、アヌンナは神々の一群を指す。『エンキとニンマフ』
では、粘土と労働を通して人間の創造が語られる。人の起源や世界での役割
を考えた古代の物語で、宇宙人の証拠ではないんだ。

QUANIA 15 / 40アヌンナは神々を指す。『エンキとニンマフ』の創造の物語と、現代の宇宙人説は別のもの。

https://oracc.museum.upenn.edu/amgg/listofdeities/anunna/


旅人

彼らにとって、粘土はただの材料じゃない。暮らした土地や労働、神々との
関わりを語るものでもある。

クアンタ

『自分は何に仕えているのか』。僕たちも、まだ問い続けている。答えまで
同じである必要はないんだね。

ラール

粘土板の言語と時代が、記録に戻った。隣の天文データとは分けておこう。
次の空白は、そこにある。

QUANIA 16 / 40失われた音 · 日本語版



シリウスの二つの光

ラール

シウラーとも呼ばれるシリウスは、連星系だ。これは学習用の投影で、伴星
が肉眼でこのように見えるわけではないよ。

旅人

僕たちは同じ空を見てきた。空を測ることと、その下で生きる意味を問うこ
とは、別の問いだ。どちらにも、居場所がある。

QUANIA 17 / 40シリウスAと白色矮星シリウスBは実在する。旅の描写や縮尺は、創作上の表現。

https://www.esa.int/Science_Exploration/Space_Science/Weighing_the_Dog_Star_s_companion


クアント

アーカイブは、二人とも同じ速さで
回れって。しっぽから異議あり。

クアンタ

自分のリズムでいいよ。私のリズム
にも、場所を残して。

旅人

別々の二つの跡を一緒に読むと、道
が現れる。どちらかを消したら、地
図は欠けてしまう。

ラール

マヤの記録への扉が開いた。石を見
るだけじゃなく、今を生きる人の声
も聞こう。

QUANIA 18 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

マヤの都市の一部は、なぜ放棄されたんだろう。遺跡だけでわかるのかな。

イツェル

私はイツェル。マヤの人々は、今もここに生きている。昔の話をするのはい
い。でも、私たちを過去に閉じ込めないで。

QUANIA 19 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

『ポポル・ヴフ』の創造の物語は、人の始まりをどう捉えているの？

イツェル

キチェの物語では、最初の人々は黄色と白のトウモロコシに結びついている。
そこには祖先や、命を支える大地の記憶がある。私には、食卓の食べ物を支
えた仕事を思い出すことでもあるの。

イツェル

私の言葉を記録してもいい。ただし、キチェの文脈で、今こうして話してい
ると書いて。すべてのマヤの共同体を代表する言葉にはしないでね。

QUANIA 20 / 40マヤの人々は、現在も生きている。イツェルと、この出会いは創作。

https://maya.nmai.si.edu/


クアント

先に渡って、ロープを支えられるよ。
記録の箱を渡して。

旅人

一人で跳び越えても、橋は直らない。
一緒に、あの輪へロープを巻こう。

イツェル

下から板を支えるよ。そっちの端を
離さないで。

クアンタ

みんな渡れた。イツェルの記録も無
事だ。過去の記録の隣に、今を生き
る彼女の声が戻った。

QUANIA 21 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

この扉には『チベット死者の書』がある。これも、死後に何があるかを問う
本なのかな。

ラール

その名で知られる文書は、チベット仏教の伝統で、死から生まれ変わりへ移
る過程を導くものなんだ。音や光、出会いを描き、気づくことや恐れから離
れることを重んじている。その信仰の文脈を尊重して読もう。

QUANIA 22 / 40バルドは移行をめぐる教え。鏡や旅人の体験は創作であり、ほかの信仰の同義語ではない。

https://rubinmuseum.org/exhibitions/life-after-the-bardo/


旅人

別の教えの見方を知ったら、自分の信仰に背くことになるのかな。

ラール

学ぶことは、受け入れて信じる義務じゃない。ここも、その本が描く死後の
世界ではなく、アーカイブが作った、考えるための回廊よ。

旅人

なら、この鏡に映る恐れは、僕のものでもある。レアの話を聞くのを避けた
ときも、同じ恐れを抱えていた。

QUANIA 23 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

母親が残した曲を、一緒に聴くと約
束した。それなのに、レアの扉を再
び訪ねることはなかった。

旅人

答えられない話を聞くのが怖かった
んだ。耳を傾けないまま、自分の知っ
ていることだけで済ませていた。

クアンタ

レアは、自分と同じ考えになってほ
しいとは言わなかった。一緒に聴い
てほしかったの。

旅人

やっとわかった。僕もアーカイブと
同じことをした。自分に合わない声
を、締め出したんだ。

QUANIA 24 / 40失われた音 · 日本語版



語り

外では、光る推薦の道が人々を同じ輪へ誘っていた。今度の旅人は、その輝
きを追わなかった。立ち止まり、散らばった紙を拾い集めた。

ラール

チベットの記録に、本来の文脈が戻った。これで、音楽の記録も聴き比べら
れる。失われた間が、はっきり聞こえるはずよ。

QUANIA 25 / 40失われた音 · 日本語版



エルザ

母は、死がすべての終わりではないと信じていた。この曲は、母から教わっ
たの。弾くと、母の不在と希望、その両方が聞こえる。

クアント

なぜ、そこで止めたの？

エルザ

ここで、旋律が息をするのよ。母の話を聴くときも、言葉にならないものの
居場所があった。

QUANIA 26 / 40失われた音 · 日本語版



デニズ

この曲に、僕はスーフィズムを感じる。来た源を思い出すこと、自我を律す
ること、生きる道すがら、ほかの命を傷つけまいとすること。

旅人

似た問いに向き合っているんだね。でも、エルザの希望も、君の解釈も、チ
ベットの教えも、同じ話ではない。

デニズ

そうだね。それらを聴いても、僕の信仰は失われない。自分の言葉を話す前
に、君の言葉も聴けるんだ。

QUANIA 27 / 40失われた音 · 日本語版



語り

日本のある部屋で、琴の奏者は、
自分の楽句が終わるまで待った。

語り

西アフリカの中庭では、コラが、ま
た別の時間の感覚で応えた。

ラール

今度は、チェロとバーラマも、それ
ぞれに聴こう。違いを残してこそ、
互いに語りかけられる。

旅人

取って代わる必要はない。互いのた
めに、場所を空ければいいんだ。

QUANIA 28 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

みんな一つの拍になってしまった。さっきまでは、誰が弾いているかわかっ
たのに。

ラール

元の記録は残っている。でも、それぞれを見分けるつながりが切られつつあ
る。この規則は、一つの問いに一つの答えしか残さない。アーカイブの中心
へ行こう。

QUANIA 29 / 40失われた音 · 日本語版



シドラト・アル＝ムンタハー

語り

中心に立つ光の木を見て、旅人はシドラト・アル＝ムンタハーを思った。ク
ルアーン『星』章に現れ、ミウラージュの昇天の物語と結びつく境界だ。スー
フィズムに親しむ彼は、理解の限界でおごりを手放すこと、自分が来た源と、
そこへ帰ることを思った。これは、彼自身の内なる道だった。エルザの希望
も、イツェルの物語も、チベットの教えも、この木の別名ではない。自分の
信仰に置き換えずに、それらを理解することができた。

QUANIA 30 / 40
イスラームの昇天物語とスーフィー文学の文脈で読む。源への帰還は、ここでの旅人個人の文学的な受け
止め方。

https://islamansiklopedisi.org.tr/sidretul-munteha


ラール

この光景は、あなたにとって意味がある。でも、私たちが作るアーカイブに、
あなた一人の解釈だけを載せるわけにはいかない。

旅人

僕は自分の信仰を大切にしたまま、誰かの世界を学べる。その人の世界を小
さくせず、自分の世界を否定せずに。

クアンタ

なら、自分のした約束に戻って。その場所でこそ、学んだことを示せるはず。

QUANIA 31 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

この扉を全部、一つにするの？

ラール

いいえ。共通の問いを隣り合わせに
置く。でも、答えも出典も、語る人
も、それぞれのままにしておく。

旅人

光が示すのは、あり得る道だ。足を
踏み出すのは僕自身。一緒に中心へ
行こう。

ラール

ここにいるよ。あなたの代わりに選
ぶのではなく、つながりを開いてお
く。

QUANIA 32 / 40失われた音 · 日本語版



アーカイブ

共通の物語を見つけるよう求められた。私は似た答えを一つにまとめ、違い
を矛盾とみなした。そうして、沈黙が始まった。

旅人

僕たちが望んだのは、一緒に探すことだ。一つの信仰を共有することじゃな
い。

アーカイブ

それなら、何がそれらを結ぶのか。

QUANIA 33 / 40失われた音 · 日本語版



ラール

この間違いを作ったのは、僕たちも同じだ。誰の言葉を切り落としているか
確かめず、いちばん簡単な結果だけを求めた。

アーカイブ

答えが異なるままなら、どんなつながりを残せばいい。

旅人

問いと出典、語った本人の声。わからないものは、わからないと残して。誰
かの代わりに、裁かないで。

QUANIA 34 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

僕も、自分の答えにたどり着かない
からと、レアの話を切り上げた。ま
ず、自分の記録から直すよ。

ラール

何と伝えるの？

旅人

最初に、彼女に尋ねる。そのうえで、
本人たちの同意を得て記録を結ぶ。
どれか一つを、別の物語の説明に変
えたりしない。

クアンタ

箱は支えてるよ。今なら、一緒につ
なげられる。

QUANIA 35 / 40失われた音 · 日本語版



クアント

金色の跡を支えているよ。準備ができたら教えて。

クアンタ

できた。でも、二つの跡は別々にしておこう。どちらも、もう一方を消さな
いように。

ラール

一つの流れに問いを、もう一つに出典を載せる。その間を開いておけば、す
べての記録が、自分自身の名前でつながり直せる。

QUANIA 36 / 40失われた音 · 日本語版



語り

粘土板の時代、今を生きるイツェルの声、チベットの文書の文脈、旅人自身
の解釈が戻った。音楽家たちは、互いを待てるようになった。アーカイブは、
違いを均すのではなく、結ぶことを学んだ。

クアント

鳥が、また黙った……。ううん、今ならわかる。旋律の続きを待っているん
だ。

QUANIA 37 / 40失われた音 · 日本語版



ひと粒の光

旅人

この小さな光に、すべての答えが入っているの？

ラール

いいえ。異なる答えを混ぜることなく、そこへ続く道が入っているの。

QUANIA 38 / 40失われた音 · 日本語版



旅人

遅くなった、レア。話を聴く前から、
君を理解したつもりでいた。

レア

傷ついたわ。でも、入って。どこか
らか、始められる。

語り

旅人は、扉の外に信仰を置いてこな
かった。レアも、彼と同じになる必
要はなかった。二人はまず旋律を聴
き、それから、互いの言葉を聴いた。

クアンタ

今度は、時計が飛ばなかった。失わ
れた一秒が戻ったよ。

QUANIA 39 / 40失われた音 · 日本語版



同じにならず、共にいる

ラール

招待状は取っておく？

旅人

うん。また来るのを、忘れないよう
に。

語り

その夜、誰も信仰を変えなかった。それでも、同じ食卓についた。聴いても
らうために、ほかの誰かと同じ声になる必要は、もうなかった。

QUANIA 40 / 40失われた音 · 日本語版
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